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平成17,18年 度プ ロジェク ト研究(1)「太陽活動の地球環境への影響」

1.研 究者

湯浅 学(理 工学総合研究所),保 本正芳(理 工学総合研究所)

向井苑生(理 工学部情報学科),佐 野 到(理 工学部情報学科)

2.総 括

複雑系を動か しているdrivingforceを 抽出する複雑系解析法の新 しい手法を用いて、太

陽活動の地球環境への影響 を調べるために,太 陽の活動の指標 となる観測量 と地球の気象

学上の統計量を多次元空間に埋め込んで力学系を構成 し,そ れ らが どのように関連 し影響

しあっているかを解析することを目標 とする.太 陽活動や気象学上のどのような統計量を

採用 して多次元空間を張るか等に関す る基礎固めを手探 りで行なって来ている.本 格的な

解析のために、観測量が一部分欠けた不完全データの欠けた部分に主成分解析法を拡張 し

て調整値を与えてそれ らの観測量をも解析に取 り込む方法を開発 した。また、気象学上の

重要な観測データとしてエアロゾルや浮遊粒子状物質の測定にもカをそそいでいる。

本プロジェク ト研究では,下 記の研究課題を分担研究 として行った.

(1)プ ロジェク ト研 究の 目的 であ る力 学系 を構成す る準備 として次 の解析 を実施 した.

一部分欠 けた不完全デー タ に調整値 を与 える方 法 を開発 し、そ の方 法 を質量放 出

星のIRASデ ー タや微 分方 程式で与 え られ たLorenzの 力学 系、 さらにIndo・US

cou.defeedstellarspectrallibraryの スペ ク トルデー タに適用 した。特 に、最後 の

スペ ク トル 分 類 へ の応 用 は 、 イ ン ドのデ リー 大 学 の 研 究者 との 二 国 間 交 流

(DepartmentofScience&Technology,Indiaと 日本学術振興会)に よ る研 究補

助金 に よる交流に よって可能 となった ものであ る。

(2)プ ロジェク ト研 究の基礎 的な準備 として,「 衛 星及 び地上観 測デー タか ら大気 エア

ロゾル 特性 の導 出に関す る研 究」 を継続 して実施 してい る.衛 星デー タの解析 で

は,こ れ ま でADEOS!POLDER,OCTSセ ン サ(1996・1997年)デ ー タ,

ADEOS・IIIPOLDER,GLIセ ンサ(2002・2003年)デ ー タ等 を用いて きた.本 年 は,

さ らに2004年12月18日 に打ち上げ られた フランス の地球観測衛 星PARASOL

デー タ も処理 可能 とな った.地 上 か らの観測 は,放 射観 測だ けで な く,2003年 よ

り浮遊粒子状物 質(SPM:SuspendedParticlesMatter)の 測定 も開始 した.本 年

は,放 射観測デー タ とSPMデ ー タの関係 を衛 星デー タに応用 して,ア ジア域 での

SPM量 の導 出な どを試 みた。
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3.研 究成果
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   Values to the Imperfect Data, Science and Technology, No.17, pp. 1-7, 2005. 

[2] M. Yuasa, N. Yamamoto, M. Umetani, and M.K. Das, Restoration of Missing Data 

   and Reconstruction of Dynamical Systems, Science and Technology, No.18, pp. 1-6, 

   2006. 

[3] H.P. Singh, M. Yuasa, N. Yamamoto and R. Gupta, Reliability Checks on the 

   Indo-US Stellar Spectral Library Using Artificial Neural Networks and Principal 
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   comparison of aerosol properties with air pollutants, Adv. Space Res. (in press). 

[11] I. Sano, S. Mukai, Y. Okada, T. Takamura and B.N. Holben, Optical properties of 

aerosols over Japan during APEX experiments, APEX report , Nov'03 (in press).



平成17,18年 度プロジェク ト研究の総括

研究課題 初期宇宙における素過程の総合的研究による新しい宇宙像の描出

研究者 木 口 勝義(理 工学総合研究所),井 上太郎(理 学科)

総括 木 口は暗黒物質の ドブロイ波長が観測窓の幅よ りはるかに小さく、またその

窓の幅が宇宙の構造 のスケールよ りはるか に小さい との仮定 のもとで、非

線型 シュレーデ ィンガー方程式を解 くことによ り、宇宙 初期の構造形成に

ついて調べた。また、林忠四郎(日 本学士院),成 田真二 と行っている星形成

ゼ ミで問題 となったFFTを 使った重力計算の可能性に付いて調べた。

井上は観測的な宇宙論の立場か ら、初期宇宙のさまざまな構造に対する重

力レンズを使った観測の可能性について調べた。

研究成  1. Gravitational Collapse of Cold Dark Matter in Early Universe 
using Schrodinger Equation 

  Masayoshi Kiguchi, Science and Technology, 2006, no. 18, p.7 

2. Poisson FFT Solver under the Dirichlet Boundary Condition 
  Masayoshi Kiguchi, Science and Technology, 2007, no. 19. 

3. Direct Detection of Intermediate Mass Compact Objects via Sub-
  mililensing 

  Kaiki Taro Inoue, Masashi Chiba, Science and Technology, 2006, 
  no.18, p.11 

4. Probing the Origin of the Large-angle CMB Anomalies 
  Kaiki Taro Inoue, 2007, no. 19. 

5. Constraining SuperWIMPy and Warm Subhalos with Future Sub-
 millilensing 

  Junji Hisano, Kaiki Taro Inoue, Tomo Takahashi, Physics Letter B, 
643, 141-146 (2006)(12 hep-ph/0608126 

5. Local Voids as the Origin of Large-angle Cosmic Microwave Back-
  ground Anomalies I" 

 Kaiki Taro Inoue and Joseph Silk, Astrophysical Journal, 648, 23-30 
(2006)(9 astro-ph/0602478 

7. Extended Source Effects in Substructure Lensing 
  Kaiki Taro Inoue and Masashi Chiba, Astrophysical Journal, 634, 

77-90 (2005)(11 p*.) astro-ph/0411168 
3. 3D Mapping of CDM Substructure at Submillimeter Wavelengths 

 Kaiki Taro Inoue and Masashi Chiba, Astrophysical Journal, 633, 
23-28 (2005) (11 )J -) astro-ph/0503212 

). Subaru Mid-infrared Imaging of the Quadruple Lenses PG1115+080 
and B1422+231: Limits on Substructure Lensing 

 Masashi Chiba, Takeo Minezaki, Nobunari Kashikawa, Hirokazu Kataza, 
 and Kaiki Taro Inoue 

Astrophysical Journal, 627, 53-61 (2005)(7 A ) astro-ph/0503487



平成17,18年 度 プ ロゼ ク ト研 究(3)

研究課題 水圏 ・気圏における化学物質

の動態に関する研究

(1)研 究者

藤 野 治(理 工総研),川 東龍 夫(理 工総研),南 武志(理 工学 部 ・生命科学科),

中 口 譲(理 工学部 ・理 学科 化学 コース),山 崎秀夫(理 工学部 ・生命 科学科)

(2)研 究 目的 と総括

現代社会は生命 ・環境および資源エネルギーなど多 くの問題点を抱 えているが,近 年,

人間が創製 ・合成 した化学物質,例 えば,オ ゾン層破壊で知られるフロンや人類のエネル

ギー源である化石燃料の燃焼に伴って発生する硫黄,炭 素並びに窒素の各酸化物に基づ く

酸性雨や酸性霧,温 暖化,光 化学スモ ックなどの大気汚染,ま た人間が廃棄 した有機水銀

やカ ドミウムのような重金属類による水質汚染,さ らに最近では人間が作った最強の毒物

と言われているダイオキシン,殺 虫剤であるDDT,近 代化学の栄光の製品 とも言われたPCB

および有機スズ化合物など環境ホルモン物質として注目を集めるに至っている,

本プロゼク トチームでは水圏 ・気圏におけるこれ ら環境負荷化学物質の動態や生態系を

はじめ建築物や材料等の機能や性能に対する影響についての知見を得ることを目的に各研

究者において分担研究 した結果を以下に記述 した.

分 担課 題(1):地 球規模の大気環境汚染として世界的な関心事 となっている酸性雨や

酸性霧は森林の枯死,古 代建築物の損傷並びに湖沼の酸 性化に伴 う魚類の死滅など幅広い

影響を引き起 こす.こ れ らの中でも天然に広 く分布 している植物に対する酸性雨や酸性霧

の影響は極めて重大なる環境問題の一つである.本 分担課題(1)で は農作物の発芽 ・生

長過程における酸性雨の影響に関する知見を得るため、ここでは作物類(カイワレ大根,ア

ルファルファ,ト ウミョウ)に対 しpH3.5～5.6の 異なった人工酸 性雨を1週 間降雨 し,成

長 させた これ ら作物の葉,茎 および根中のMg,Ca,K,RFeお よびZnをICP発 光分析法

により測定 ・定量 した.そ の結果,こ れ ら作物の各組織において多くの元素は酸性雨のpH

が低くなるほど野菜から容易に放出 され、またFeイ オンにおいてもp且4.7以 下では他のイ

オンと同様の挙動を示 したが,し か しpH5.6で は逆に吸着 されるなど注 目される現象を示

した、

今後は野菜中の多 くのイオン類の含量や生長に対する酸性雨のpHと の関係について,詳

細な検討を加える予定である.(藤 野 治担当)

分担 課題(2):酸 環境がセメン ト硬化体に与える影響について,環 境作用に対する質



量 ・中性化深 さの関係からとらえることを目的に,モ ルタル試料を硫酸溶液へ浸せき暴露

し検討 した.

主たる実験内容は,環 境の硫酸溶液濃度 とモルタルの水セメン ト比 を変化 させ,モ ルタ

ル浸せ き期間における環境溶液pHと イオン濃度の変化,こ れに対するモルタルの質量,中

性化の変化について測定を行った.

これ らの検討か ら,環 境作用 とこれに対する質量 ・中性化変化には相関性が認められる

結果が得 られた,

また,こ れ らの関係を用いて,環 境作用 と侵食 との相関,あ るいは濃度の異なる他環境

への適用などに関 して,さ らに検討を継続する予定である,(川 東龍夫担当)

分 担課 題(3)=こ こでは現代 日本 における金属曝露の広が りに関する研究を行った。

現代 日本人が曝 されている金属汚染について2つ の方向か ら探求 した。平成17年 度は、大

気汚染の原因である大気中微粒子に含まれる鉛同位体をICP-MS装 置で測定した。微粒子は

5月 から翌年1月 までの期間で近畿大学校舎屋上(地 上25m)に おいて収集 した。微粒子

は10μm以 上(PM-1)、2-10μm(PM-2)、2μm以 下(PM-3)の3種 類に分けた。その結果、鉛濃

度は3者 で差は認められなかったのに対 し、PM-3の 鉛同位体比(206/207)は9月 にピーク

とな り、(206/208)は8月 にピークを観察 した。他の2つ の微粒子の月間変化は殆んどな

かった。このことから、8月 と9月 に原因因子が他と異なる2μm以 下の微粒子鉛が東大阪

の大気中に含まれていたと考えられ る。加えてこの数値は中国や韓国で測定 された値 とよ

く似ていることか ら、東アジア全体の大気汚染分布を調べ る必要性が示唆 された。平成18

年度は、 日本人が好む茶葉に含まれ る希土類元素量を調べた。中国大陸は広大であり、し

かも場所によって特定元素の量に極端な差があることが知 られている。 中国か ら輸入 され

る食料品にもその影響があるのではと考え、 しかも希土類元素の生体影響 についてはいま

だ未解決な部分が多いことから、希土類元素に焦点を絞った。中国各地の茶葉 と日本茶に

熱湯を加えて溶出する希土類元素量を測定 したところ、中国茶からは3種 類(海 南省)か ら

14種 類(雲 南省)の 希土類元素が検出 された。その中でSc,Y,La,Ce,Ndの 検出が多かっ

た。一方 日本茶は、1種 類(静 岡)か ら4種 類(熊 本)し か検出されなかった。このことは、

数種類の希土類元素 しか含まれていない 日本産茶葉に比べ、中国産茶葉は多種類の希土類

元素を含んでいることを示 している。 しか しながらこれ ら希土類元素濃度を生体が摂取 し

た とき、どのような影響が発現するかいまだデータが得 られていない。今後、実験動物を

用いて長期摂取の影響を検討 したい。

以上 より、現代 日本における金属曝露を考えたとき、中国や韓国な どを含めた重工業の

発展による影響や、食料生産地によっては従来摂取機会のなかった元素が含まれてい る食

料が供給 されている可能性 も考えなければならない。(南 武志担当)

分担 課題(4):海 洋研究開発機構白鳳丸KHO4・5次 研究航海において,東 太平洋およ
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び南太平洋で採取 した海水試料にっいてセ レンの状態別分析 を実施 した。海水中でセ レン

は亜セ レン酸(Se4・),セ レン酸(Se6・)そ して有機態セ レンで存在することがわかってお

り,こ の中でも亜セ レン酸は海洋プランク トンに最も摂取 されやすい分子種で海洋分布は

プランク トンの殻を構成す るケイ酸の分布 と類似する。東太平洋で採取 した海水試料の亜

セ レン酸分布はケイ酸 と良好な正の相関性を示 したが,南 太平洋では栄養塩でも軟組織 に

含まれ る硝酸や リン酸 と高い相関性を示 した。 この結果は,海 洋におけるセ レンの海洋生

物の代謝過程が海域で異なることを示 したは じめての事象である。次に平成18年 度におい

ては、近畿大学が位置する近畿地方にも毎年3～5月 にかけて中国大陸か ら黄砂が飛来する。

近年中国は工業活動が飛躍的に伸び,都 市の交通量も急激の増加 している。そこで,近 畿

大学屋上にエアロゾルサンプラーを設置 し,黄砂時到来時にエアロゾルを採取 しSEM・EDX

を用いて,粒 子の個別起源解析 を行なった。その結果,2005年 と2006年 では化学組成に

変化が認められ,2005年 は粒径2。5μm以 上の粒子では,shich(全 粒子に占めるケイ素の

含有率が65%以 上)が76%,Na・rich粒 子が14%で あったのに対 し,2006年 はほぼ100%

がsi・rich粒子で占められていた。この結果は黄砂粒子の起源が2005年,2006年 で異なっ

ていた可能性 を指摘するものである。(中 口 譲担当)

分担 課題(5):わ が国における環境汚染の動態とその歴史 トレン ドを水圏の底質に

記録 された環境汚染物質の時空間分布を解析することで評価 した.ま た,環 境汚染が生態

系に与える影響についてもメイオベ ン トス化石(貝 形虫や有孔虫)を 用いる方法で時系列

に沿って解析 した.過 去150年 程度の年代測定には210Pb法がしばしば利用され,我 々も底質

の堆積年代の特定にはこの方法を利用 した.さ らに,本 研究では環境変遷の時間マーカー

として,長 崎原爆の痕跡 を利用する方法についても検討 した.即 ち,長 崎原爆はプル トニ

ウム爆弾であ り,核 爆発の際に環境に負荷 されたプル トニウムの痕跡を検索し,そ の同位

体比を同定することで1945年 以降の環境情報の歴史 トレン ドを議論 した.こ の方法は唯一一

の被爆国であるわが国においてのみ実施することのできる独創的な研究である.本 研究で

は,こ れ らの手法を総合的に活用 し,明 治維新以降のわが国の産業近代化及びそれに伴 う

人間活動の盛衰 と環境汚染の関係 について定量的に明 らかに した.ま た,後 背地からの環

境汚染の影響を強 く受けている大阪湾のような閉鎖的海域では,そ の生態系が時代 と共に

大きく変遷 していることも明らかになった.(山 崎秀夫担当)

(3)研 究業績(平 成17お よび18年 度)

 1) 0. Fujino, M.Maekawa, T.Kawahigashi, T.Minami, Y. Nakaguchi  and H. Yamazaki, 

The effect of pH from simulated acid rain on multi-element contents of leaves, stems 

and roots of the crops, Science and Technology, 18, 29-33 (2006) 

2) O.Fujino and H.Tamura, The wet method of synthesizing hydroxyapatite from



aqueous solutions at various pH ranges which made organism 

 Phosphorus Research Bulletin,18,55-64(2005)

temperature main,
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質 量 分 析 法 によ る貝 の硬 組 織 中 ラ ンタ ノイ ドの 定 量 、 分 析化 学 、56,No.1(2007).

印刷 中

4)北 辻 真 宏 、 吉 田卓 司 、 藤 野 治 、 溶 媒 抽 出一 原 子 ス ペ ク トル 分 析法 に よ る

魚 の鱗 お よ び 骨 中 の 多元 素定 量 、Scienceand驚c㎞olog第19(2007)印 刷 中
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  10) T. Minami et al., Comparison of calcium accumulation between the arteries of 

human and monkey, Biological Trace Element Research, 106, 211-217(2005) 
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平成17,18年 度 プ ロジ ェク ト研 究(4)の 総括

(1)研 究課題:機 能性配位高分子錯体の創製、構造および物性研究

(2)研 究代表者:前 川雅彦、共同研究者(兼 任教員):末 永勇作(理 学科化学 コース)

(3)総 括:金 属イオンと有機配位子を用いて合 目的に様々な配位高分子化合物の合成を試み、そ

の構造お よび性質を明らかに した。研究内容および研究成果の発表は以下の通 りである。

分担課題(D:

質(前 川担当)

多環式芳香族化合物を配位子 とす る新規な配位高分子の合成、構造および性

(概要)遷 移金属イオンと多環式芳香族化合物 より構築 されるカーボン リッチな有機金属化

合物は構造化学的に興味が持たれ るのみならず、d一π相互作用に伴 う機能発現など興味が持たれ

ている。本研究では多環式芳香族化合物(PAHs)と してフェナン トレン、ピレンおよび トリフェニ

レンを配位子とするロジウムお よびイ リジウム錯体の合成を試み、新規な4種 のRh,Ir-PAHs錯 体

を合成 し、その結晶構造お よび溶液内構造を単結晶X線構 造解析お よび二次元NMR法 を用いて明ら

かにした。特に溶液内おける環電流効果に伴 う特異な1H,13CNMR磁 気異方性シフ トを理由っけた。

分担課題(2):

積 化(前 川担 当)

アニオ ンテ ンプ レー ト法 に よる新規 なAg(Dメ タラサイ ク リック錯体 の 自己集

(概 要)メ タ ロマ ク ロサイ ク リックや ケー ジ状化 合物 はホス トー ゲ ス ト化 学や特異 な反応場

な どと関連 して興味が持たれ ている。 これ までこの よ うな化合物 の合成 は主 に静電気的 な力や 水

素結合 な どの非 共有結合性の相互 作用 を利用 した化 学テ ンプ レー トに よ りな されて きた。本研 究

では新 しい合成 法 と して アニ オンテ ンプ レー ト法 に よる自己集積化 を試 み、4-(2一 ピ リジル)ピ リ

ミジンを配位 子 とす る2価 のXF62-(X=Si,Ge,Sn)ア ニオ ンをメタ ロマ ク ロサイ ク リック内に捕捉

した3種 のサン ドイ ッチ型Ag(1)メ タ ロマ クロサイ ク リック化合物 を系統的 に合成 し、そ の結 晶構

造お よび溶液 内構造 を単結 晶X線 構 造解 析お よび 二次元NMR法 を用いて明 らか に した。

分担 課題(3):

(末永担 当)

酸化還元活性 なビスカテコール配位子の合成 とその金属錯体の構造 と性質

(概要)酸 化還 元活性 を もつカテ コール分 子をアセ チ レンで架 橋 した新規 な ビス カテ コール

を3種 類合 成 した。 中心 にベ ンゼ ン環 を導入 した ビスカテ コール は クロロホル ム溶媒 中で蛍光 を

示 し、量子収率 は0.30で あった。電気 化学的性質 はCV測 定の結果 、脱 プ ロ トン条件下で も、不 可

逆な酸化波 が一〇.30V付 近 に表われ た。SQ/Qに 対応す る と考 えてい る。 メタ ノール中で脱 プロ トン

した ビスカテ コール と[Coll(bpy)2(AcO)](PF6)2メ タノール溶液 か ら二核錯 体 を合 成 した。 単結 晶

が得 られ てい ないので、分 子構造 はわか らないが 、MR、 元素分析 、ESI-Mass測 定か らカテ コー

ル 部位 で配位 した二核錯 体 と同定 した。化 学酸化 した二核錯 体のアセ トン溶液 は、黄色か ら濃青

色 に変化す るこ とか ら(UV-Visス ペ ク トルで590nmに 対応)、 ビスカテ コール がセ ミキ ノンに酸

化 され た二核錯体が得 られ た もの と推 定 してい る。

分担課題(4):ベ ンジルチオエーテル基含有Ag(D配 位高分子の合成 と性質(末 永担当)

(概要)ベ ンゼ ン環 の1,3,5位 にベ ンジル チオエー テル 基 を有 す る新規 な配位 子 を合成 した。

側鎖 のベ ンゼ ン環 に複数 の一〇CH3,-Fを 導入 した配位 子を用いて、Ag(1)配 位 高分子 を合成 し、そ

の構 造 を単結晶X線 構 造解析 に よ り明 らかに した。 置換基導 入 による構 造上 の違 い はな く、いず
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れ も、配位 子がサ ン ドイ ッチ状に二量化 し、Ag-Sを 介 して広が った二次元構 造 を形成 していた。

また、紫外光 に よる赤色化 と熱 による脱色 を確認 した。

(4)研 究成果 の発 表

(a)学 術論 文

 (1) Crystallographic determination of dichloro-bridged dinuclear rhodium Cp* 
complex with neutral Me2CO mo1ecules. [Rh2 (Cp*) 2 ( u -C1) 2 (Me2C0) 21 (BF4) 2 (Cp*= 715-05Me5) , M. 
Maekawa, Y. Kayanuma, A. Nabei, T. Kuroda-Sowa, Y. Suenaga and M. Munakata, Inorg. 
Ghim. Acta, 2005, 358, 1313-1316. 

   (2) Synthesis and structural characterization of dinuclear iridium hydrido complex 
with 3, 6-bis (2-pyridyl) tetrazine, [Ir2 (H) 4 (PPh3) 4 (bptz) ] (PF6) 2.4CH2C12, M. Maekawa, H. 

Konaka, T. Minematsu, T. Kuroda-Sowa, Y. Suenaga and M. Munakata, Inorg. Chin). Acta, 
2005, 358, 1317-1321. 

(3) Syntheses and structural characterization of mononuclear Rh- and Ir-Cp* 
complexes with r16-phenanthrene, 776-pyrene and 776-triphenylene, M. Maekawa, T. 
Minematsu, A. Nabei, It Konaka, T. Kuroda-Sowa and M. Munakata, Inorg. Chim . Acta, 
2006, 359, 168-182. 

(4) Sandwich-shaped silver(I) metallomacrocycles encapsulating a XF62- (X=Si, Ge 
and Sn) anion, M. Maekawa, S. Kitagawa, T. Kuroda-Sowa and M. Munakata, Chem. Comm., 
2006, 2161-2163. 

(5) Binulcear Complexes of Co(III) Containing Extended Conjugated Bis(catecholate) 
Ligands, Y. Suenaga and Cortlandt G. Pierpont, Inorg. Chem., 2005, 44(18), 6183-6191. 

(6) 2-D silver(I) coordination polymer with octakis(benzylsulfanyl)naphthalene and 
twisted naphthalene structure, Y. Suenaga, A. Ueda, H. Konaka and M. Maekawa,iFritf- 
JILT 2006, 18, 47-55.

その他、共同著書 として14報 を発 表(省 略)。

(b)学 会発 表

(1)カ リックス様Cu(1)エ チ レンお よび一酸化 炭 素 メ タラサ イ ク リ ック錯 体 の合成 と構 造,

(近畿大理 工総研 ・近 畿大理 工 ・京大院 工)○ 前 川雅彦 ・小 中 尚 ・黒 田孝義 ・宗像 恵 ・北 川

進,第55回 錯 体化 学討論会,2005年9月21-23日,新 潟(朱 鷺 メ ッセ),口 頭発表(12A11),

   (2) Syntheses and structural characterization of novel mono— and dinuclear iridium 
 hydrido complexes with polydentate nitrogen ligands, OM. Maekawa, T. Kuroda—Sowa and 

M. Munakata, The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 

(Pacifichem), Honolulu, Hawaii, USA, 12/15-20, 2005, Poster (Abstract No.550).

(3)XF62-(X=Si,Ge,Sn)ア ニオ ンを取 り込 んだ サ ン ドイ ッチ型Ag(Dメ タ ロマ ク ロサイ ク

リック錯 体,(近 畿大理工総研 ・近畿大理工 ・京 大院工)○ 前川雅彦 ・黒 田孝義 ・宗像 恵 ・北川

進,日 本化 学会 第86春 季年会,2006年3月27-30日,船 橋(日 本 大学船 橋 キャ ンパ ス),口 頭発表



(3F1-06).

(4)ア ニオンテ ンプ レー ト法 に よるCu(1)お よびAg(1)メ タ ラサ イク リック錯体の 自己集 積化,

(近畿 大理 工総研 ・近畿大理 工 ・京大院 工)○ 前川雅 彦 ・黒田孝義 ・宗像 恵 ・北川 進,第56回

錯 体化学討論会,2006年9月16一 日,広 島(広 島大学東千 田キャンパ ス),ポ スター発表(2PA102).

(5)ビ ス カ テ コ ー ル 配 位 子 か ら な るCo二 核 錯 体 の 合 成 と 構 造,(近 畿 大 学 理 工 ・コ ロ ラ ド大

学)○ 末 永 勇 作 ・Cortlandt.G.Pierpont,分 子 研 研 究 会2005年3月 岡 崎,口 頭 発 表.

(6)π 共役 系 ビスカテ コール 配位子 か らなるCo二 核錯体 の合成 と性質,(近 畿 大理工 ・近畿

大 理工総研 ・コ ロラ ド大学)○ 末 永勇作 ・平野 泰広 ・栗 屋野 陽平 ・前川雅 彦 ・黒 田孝義 ・宗像

恵 ・Cortlandt.G.Pierp。nt,第55回 錯 体化学討論 会,2005年9月21-23日,新 潟(朱 鷺 メ ッセ),

ポスター発 表(PA230).

   (7) 2—Dimensional 

 (Kinki Univers i ty) OY. 
International Chemical 
Hawaii, USA, 12/15-20,

Silver(I) Coordination 
Suenaga, M. Maekawa, 

 Congress of Pacific 
2005, Poster (Abstract

Polymer with Twisted Naphthalene Rings, 

T. Kuroda—Sowa and M. Munakata, The 2005 

Basin Societies (Pacifichem), Honolulu, 

No. 591) .

(8)ベ ンジルチオエーテル基含 有配位子 か らな る銀(1)配 位 高分子 の構造 と性 質,(近 畿大理

工 ・近 畿大理 工総研)○ 末永勇 作 ・江島和也 ・前川雅彦 ・黒 田孝義 ・宗像 恵,日 本化学会第86

春季年会,2006年3月27-30日,船 橋(日 本大学船橋 キャンパス),ポ ス ター発表(1PB105).

(9)共 役 系 ビスカテ コールで架橋 した 二核 錯体 の合成 と性 質,(近 畿 大理 工 ・近 畿大理 工総

研)○ 平野泰広 ・末永勇 作 ・前川雅 彦 ・黒 田孝義 ・宗像 恵,第56回 錯体 化学討論 会,2006年9

月16-18日,広 島(広 島大学東 千 田キ ャンパ ス),ポ スター発表(IPAO88).

その他 、共 同発 表(国 内外 の 口頭 お よび ポス ター発表 を含 む)と して16件 を発表(省 略)。

以 上
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